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代における天皇像の検討は、19 世紀から 20 世紀初期まで中心とした近代転換期と、戦後
の象徴天皇制に対する分析がその多くを占めてきた。本論文が課題としているのは、第一次
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 1912（明治 45）年７月 29 日午後 10 時 43 分、病気により明治天皇が死去した1。皇室
典範では天皇が死去すると即座に皇太子が践祚して天皇となることと定められていたが2、
準備時間不足のため公式には翌 30 日午前０時 43 分に死去したと発表された3。嘉仁皇太子
は、同日午前１時に践祚し天皇となり、元号が大正に改められた。 
 明治天皇の葬儀である大喪行事は、この年の９月 13 日から 15 日にかけて、東京及び京
都において行われた。13 日午後８時に宮城を霊轜が出発、行列をなして移動しながら午後
10 時に青山練兵場に特設された葬場殿に到着、午後 11 時 15 分から翌 14 日午前０時 45
分頃まで「葬場殿の儀」が行われ、2 時には大喪のために特設された青山仮停車場から京都
に向けて列車が出発した。14 日午後 5 時 10 分には桃山停車場に着、6 時 30 分には行列を
なして桃山陵へ移動を開始、7 時 35 分頃祭場殿に到着、この後翌朝午前９時 55 分までか
けて埋葬が行われた。 



























































































 先述の通り、大喪行事は東京で行われた斂葬当日の 9 月 13 日で 20 時から始まり翌 14









は書かれていないが、同じ８月 23 日付の『東京朝日新聞』では、「御大葬夜間撮影試験 猶
研究を要す」と題した記事で、次のように伝えている。 
 
   一、電灯で四十秒間これは普通に映つたが四十秒では歩いて居るものには駄目 
   二、電灯なくマグネシヤ（五十瓦）普通なれば音響を発する故目的には叶はず 
   三、電灯とマグネシヤの粉と線を併用すこれは充分の成績なり 
   四、電灯のみで十五秒充分の出来栄ばれど時間長ければ動くものには駄目 
   五、電灯のみで一秒の十五分一にては何も映らず 




















































































この試験が行われた 8 月 22 日の時点で、実際の大喪行事で撮影が許可されることが具体
化していたのは、大喪使から記録のために撮影を依頼する動きが伝わっていた陸軍参謀本
部陸地測量部写真班のみであった。 
8 月 10 日に大礼使評議所において「斂葬当日鹵簿及葬場殿ノ状況」の写真撮影を参謀本
部写真班に依頼することが決定されて総務部に通達されると、12 日に庶務係において陸軍

















































































  亀戸でまた爆発 

































 9 月 3 日・5 日の事故が相次いで報道されるなか、5 日付で次の撮影願が「御大喪鹵簿謹
写団体」により大喪使宛に提出されている。 
 































    案 
大喪使総第二二号 御大喪鹵簿謹写団体御大喪鹵簿撮影願之件先条項ノ下ニ此レヲ許
可ス 
   大正元年九月八日 

























































































































































   大正元年八月二日 
     総務部新聞係 



































１個などのように各社に配分され、合計 320 個が交付された41。 
 警視庁は９月８日に第２回の会合を開催したが、この時のメディア側の出席者は新聞社














































    大正元年八月 日 






      儀式部 印 
一参入許可証雛形〔略〕45 
 





























































 表１に示した通り、明治天皇が死去した７月 30 日には、『大阪毎日新聞』が「第三号外」




















図５～８ 『大阪朝日新聞』1912 年 9 月 15 日付第二号外、1～4 面。 
 
























図９ 「三陛下御名代宮」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 15 日付朝刊、2 面。 
 
図 10 「今上陛下とコンノート殿下」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 16 日付朝刊、3 面。 
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図 11 「銀座該当の弔旗」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 1 日付朝刊、4 面。 
 
 













図 13 「宇治川を隔て遥に桃山を望む」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 3 日付朝刊、4 面。 
 
図 14 「桃山御陵工事」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 18 日付朝刊、3 面。 
 
同様に、東京における青山葬場殿の建設についても数多く写真が掲載されている。「青山
葬場殿建設取掛り（昨日正午所見）」（８月９日付、図 15）、「青山式場の工事」（８月 20 日
付）、「工事中の青山式場 左右は幄舎 中央は葬場殿」（８月 27 日付、図 16）と、断続的
に報じられる。また、関連して「二重橋の修築」（８月 12 日付）、「御大葬順路地盤の検査」








図 16 「工事中の青山式場」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 27 日付朝刊、5 面。 
 
 また、先に紹介した小川一眞らによる実験も「夜間撮影試験の第二夜」（８月 25 日付）
のとして報じられているほか、「御陵曳牛来る 新橋到着の牛を撮影せる列車屋上の新聞社


















図 18 「貧民窟の今日此頃」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 8 日付朝刊、5 面。 
 
また、漫画以外の図では、「青山御葬祭場略図」（８月６日付、図 19）、「桃山御埋棺式場
図」（８月７日付）、「御大葬の御道筋」（８月 24 日付、図 20）、「桃山城古図」（８月 27 日
付）などのように、大喪行事の行われる会場や道順を一般に伝える内容が多い。 
 
図 19 「青山御葬祭場略図」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 6 日付朝刊、2 面。 
 
 













使節 独逸皇弟 ハインリツヒ親王殿下」「英独大喪使節 英国皇弟 アーサー、コンノー





























 表４は、９月１日から 30 日までの『東京朝日新聞』における大喪に関係する記事を表３
と共通する①～⑤の分類ごとに件数を示し、記事のタイトルを示したものである（ただし、
⑥「その他」は設けず）。この表に添いながら、○A １～12 日までの直前期、○B 13～17 日ま
での行事本番期、○C 18～30 日の行事終了後に分けて述べていく。 
 













図 21 「桃山御陵公示御検分の久邇宮殿下」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 7 日付朝刊、3
面。 
 









































端）」（９月 12 日付、取材）のように、大喪行事前の東京市内の様子を取材したものもある。 
 
この時期の紙面で雑観と同様に大喪関係報道の中心となっているのが、外国使節の到着









到着直前には「英国御名代コンノート親王殿下」（９月 10 日付、出処不明、図 27）と、全
身が移ったポートレートがあり、到着後には「コンノート殿下の御入京沿道の拝観人」（９


























日付、出処不明）、「独逸国御名代の入京」（９月 11 日付、3 枚・取材）、「十日横浜入港の独






















図 31 「提灯屋の多忙」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 4 日付朝刊、5 面。 
 
 
図 32 「有楽座前河岸所見」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 6 日付朝刊、5 面。 
 
○B 13～17 日までの行事本番期 
 本章の冒頭で述べた通り、大喪行事は９月 13 日から 15 日にかけて行われた。13 日は
20 時から霊轜とその鹵簿が宮城から青山葬場殿へ移動し午後 10 時に到着。そこで 11 時
15 分から翌午前０時 45 分頃まで「葬場殿の儀」、引き込み線に霊轜を載せ、２時から列車
で京都へ移動している。同日午後 5 時 10 分に京都の桃山停車場に到着、8 時 30 分から 7
















図 34 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 13 日付朝刊、1 面。 
 
図 34 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 13 日付朝刊、2 面。 
 







図 35 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 13 日付朝刊、3 面。 
 























図 37 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 14 日付朝刊、2 面。 
 
 










図 39 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 14 日付朝刊、5 面。 
 














図 40 「桃山御大喪行列御名代」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 16 日付朝刊、2 面。 
 
 
図 41 「鳳輦桃山葬場殿に向ふ」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 17 日付朝刊、2 面。 
 
謹写団体撮影以外でも、「青山葬場拝観第一日 雨中の拝観人」（９月 16 日付、取材）、
「青山葬場拝観第一日 葬場殿に安置されたる御轜車と桙」（９月 16 日、取材）といった
新聞社の取材による写真が掲載されている。これは、東京の青山葬場殿が行事終了後に一般
公開された様子をとらえたものである。 
15 日の桃山での行事の写真が紙面に掲載されたのは 17 日付までであり、ここで大喪関
係の報道に区切りがついたと言える。 
 
○C 18～30 日の行事終了後 
 ９月 18 日以降は、大喪行事に関係した報道が極端に減少する。明治天皇大喪の９月 13
日に自決した乃木希典・静子夫妻の葬儀に関連して「「乃木東郷両将軍の英国少年軍検閲」
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 1912 年（大正元）11 月、大正時代初となる陸軍特別大演習が埼玉県を舞台として開催さ
れた。この時には、天皇としては史上初めての現場取材による写真記事が新聞に掲載されて
いる（図１、２）。管見の限り、これが当局関係者の間で問題視された形跡は見られない。 





図 1「大元帥陛下（前より二番目）」、『読売新聞』1912 年 11 月 16 日付朝刊、2 面。 
 
 
図 2「天皇陛下所沢飛行場へ進御」、『東京朝日新聞』1912 年 11 月 18 日付朝刊、3 面。 
 
伏見桃山陵参拝時における「盗撮」事件 
1913 年（大正２）10 月 18 日から 22 日にかけて、大正天皇・皇后は京都桃山陵・泉山

















































十月二十日 月曜日 晴 
一本日午前八時半京都在勤ノ奏任官等ヘ賜謁 
一天皇皇后両陛下午前九時御出門御陵御参拝被為在 
   桃山御陵   午前十時御着仝十一時御発車泉山御陵ヘ 
   泉山御陵   午前十一時四十五分御着 
     （午前一時十五分御発車御予定） 




 これらを総合すると、前日から京都御所に宿泊していた天皇・皇后は、午前 8 時半頃に御
所内で京都在勤の奏任官等に対して賜謁を行い、９時には御所を出発、10 時頃に桃山陵に
到着して便殿で休憩の後参拝、再度便殿で休憩している。11 時頃桃山陵から泉山陵に向け
出発、11 時 45 分に到着して参拝、その後昼食をとった。天皇は午後 1 時 15 分に泉山陵を
出発し 2 時に御所に到着。皇后は別行動を取り 1 時 20～40 分頃に泉山陵を出発して出身


















内舎人 諸陵頭 皇后宮大夫 皇后宮 女官 皇后宮主事／宮内書記官一人／侍医
一人 近衛将校二人 



















図３・４は参拝翌日 10 月 21 日の『大阪朝日新聞』に掲載された写真である。図３は『大
阪朝日新聞』紙面に掲載された参拝を終えて便殿に入る天皇を撮影したもの、図４は同日同
紙の別の面に掲載された便殿に入る皇后を撮影したものである。いずれの写真も 22 日付の
























図 4「皇后陛下桃山御陵所便殿に入らせ玉ふ」『大阪朝日新聞』1913 年 10 月 21 日付 11 面 
 
 












図 6「鳳車桃山御陵道を進ませ給ふ」『大阪時事新報』1913 年 1 月 21 日付夕刊 2 面 
 
 


































10 月 21 日付新聞に対する反応―事件の認知から警察部長の更迭まで― 




午前七時三十分  京都御所御出門 
  同 八時   京都停車場御発車 
  午後四時五分  静岡停車場御着車 









































































































































協議をしていることが読み取れる。11 月 12 日から陸軍特別大演習のための行幸が行われ
る予定であったため、それまでに規定を定める必要があると考えていることもわかる。次い























なっている。この方針を受けて京都府では 11 月 4 日付で以下の通り処分を下している。 
 
















月 3 日、以下の通り内務大臣原により藤崎は休職を命じられている。 
 
 京都府警察部長 藤崎乕二 
右文官分限令第十一条第一項第四号ニ依リ休職ヲ命スヘクニ付稟議ニ及フ 
 大正二年十一月三日 

















らかではないが、1875 年に警視庁に初めて出仕したと回想にあり37、当時 60 歳前後であっ
たと推測される。 









 先に触れた通り、原は 10 月 24 日の時点で、これまでに政府・宮内省間において協議さ
















 三 宮内官供奉服及職服ヲ着用シタルトキハ勲章ヲ佩用スヘシ但シ大綬ヲ佩用セス 

























































































































図 9 「観兵式」、『東京朝日新聞』1913 年 11 月 1 日付朝刊 3 面 
 
 
図 10 「天皇陛下御巡閲」、『読売新聞』1913 年 11 月 1 日付朝刊 3 面 
 
 これらはいずれも観兵式において天皇が閲兵のために乗馬で進む様子を撮影したもので
ある。図 10 の『読売新聞』の写真は、一般の観覧者の中から撮影されたように見える。 










図 11 「大演習御野立所」、『東京朝日新聞』1913 年 11 月 15 日付朝刊 4 面 
 
 
図 12 「名古屋御発輦」、『東京朝日新聞』1913 年 11 月 19 日付朝刊 5 面 
 

















































 8 月 17 日に「御大礼新聞団」名で新聞各社が請願を行ったこと、続いて９月 16 日にも
陳情書を提出したことを始めとして、同様の願い出があったことに触れ、これに対して「便
宜」と「取締」が必要であるとして、10 月 8 日に大礼使長官が決裁し、前述の『大正大礼












































主なものとしては、8 月 17 日付「御大礼式参入及撮影願」（御大礼新聞団より大礼使宛）、
同日付「御大礼諸式場参入拝観願」（新聞協会幹事より大礼使宛）、９月 16 日付「大礼式参
















































 東京朝日新聞社 東京日日新聞社 
 時事新報社  国民新聞社 
 報知新聞社  中央新聞社 
 国際通信社  日本電報通信社 
 帝国通信社  千代田通信社 




 御大礼新聞団委員総代 印 
  日本電報通信社 
   社長 光永星郎 ○印  
  帝国通信社 








  甲、東京横浜ノ各社総会ニ於テ選定シタルモノ十名 
81 
 
  乙、大阪京都神戸ノ各社総会ニ於テ選定シタルモノ七名 










      御大礼新聞団57 
 
 この文書は、東京朝日新聞社以下計 13 社が「御大礼新聞団」の委員として決定し、他に
7 社を選定中であることを通知するもので、添えられた「御大礼新聞団規約」その選定の根
拠ともなる委員定数や事務所の所在地、会計等について書かれている。 























    御大礼謹写団 印 
 大礼使記者掛 
 小原事務官 































 この電報は、10 月 31 日の依頼と同様に、許可を受けた謹写団以外の活動写真の撮影の
取締りを求める内容である。「『モグリ』撮影非常ニ烈シク警察モ傍観ノスガタナリ」と、許
可を受けていない業者による撮影が既にあり、それに対して警察が取締りができていない
と訴えている。天皇が京都に到着するのは 11 月 7 日であり、まだ大礼諸行事は開始されて


























































   大礼使写真班嘱託 
    小川一真 〔印〕 








   大礼使写真班嘱託 
    小川一真 〔印〕 





























11 月 3 日には、大礼使から内務次官に宛に撮影場所を確認する照会がなされている。 
 
大正四年十一月 
  新聞掛 印 
 次官 印 
大正四年十一月三日 大礼使次官 
 内務次官宛 











   一、凱旋道路右側芝地ヨリ二重橋ヲ見ル  足場 
   一、旧馬場先門右方濠岸ヨリ万歳門ヲ見ル  〃 
京都停車場京都皇宮間鹵簿 
   一、烏丸七条北     〃 
   一、御苑内堺町御門内    〃 
   一、二条離宮東大手門前    〃 
   一、七条大橋東詰    〃 
山田停車場宇治山田行在所間及宇治山田行在所両宮頓宮間鹵簿 
   一、内宮神苑地内    壱ヶ所 
   一、宇治橋外 還幸    〃 
   一、外宮大錨ノ付近    〃 
   一、徴古館付近還幸    壱ヶ所 
名古屋停車場名古屋離宮間鹵簿 
   一、名古屋離宮正門前    壱ヶ所 
   一、御通路途中     壱ヶ所 
○御大礼謹写団ニ於テ活動写真ヲ撮影スル鹵簿并撮影箇所 
   一、宮城東京停車場間鹵簿   壱ヶ所 
























 10 月 30 日までの時点で明らかになった事項「大礼警衛心得」をとして印刷物にまとめ、
警備に当たる担当者らに配布して余裕をもって方針の内容を知らせ、その上で追加の事項
が発生した場合には逐次伝達するという内容である。 
 10 月 30 日に配布された「大礼警衛心得」は「第一章 総則」３条、「第二章 警衛部署
及隊伍」8 条、「第三章 服装及点検訓授」９条、「第四章 警衛取締」29 条、「第五章 報
告」４条、「第六章 特別心得」２条、「附則」１条の全 56 条からなる。この他に「大礼警
衛心得印刷後発令シタルモノニシテ一般的心得ニ属スルモノ」が 11 項目、「各種警衛取締
















  一、大礼使職員 
  二、参列者 
  三、一定ノ場所ヲ指定シタル団体拝観者 
  四、新聞通信記者ニシテ許可ヲ受ケタル者 
  五、一定ノ徽章ヲ附シタル救護班員 
  六、郵便集配人 
  七、一定ノ徽章ヲ附シタル府市吏員人夫 
  八、一定ノ徽章ヲ附シタル私服憲兵隊員 






ノ通行禁止ハ六日午前四時ノ頃ヲ以テ之ヲ行フヘシ」とある。これは 11 月 6 日の宮城から


















































部署及隊伍編成」7 条、「第二 服装及礼式」10 条、「第三 配置」12 条、「第四 勤務中
ノ心得」6 条、「第五 御道筋及汽車沿道取締」11 条、「第六 奉拝者取締」11 条、「第七 
皇族其ノ他警衛」3 条、「第八 皇族御旅館其他警備」4 条、「第九 報告」4 条、「第十 特











  第四十八条 左記ノ者ハ交通遮断線内指定ノ道路ニ限リ通行ヲ許スヘシ 
   一、大礼参列員 
   二、京都停車場ニ於テ奉迎送ヲナス有資格者 















































































日新聞』を題材とし、11 月 1 日から 30 日までの 1 ヶ月間の記事を対象とする。 
 この期間中、大阪毎日では、大礼関係の写真記事は 197 点あり、そのうち天皇・皇太子
の写真が 21 点、儀式の様子などを描いた絵画が 12 点掲載されている。同様に『東京朝日




を開始する 11 月 6 日の記事数が最も多く、大嘗祭が開始される 16 日や即位礼前日の９日



























11月1日 4 1 0




11月6日 23 14 2
11月7日 13 3
11月8日 6 2 1 2
11月9日 14 1 4
11月10日 10 1 7 2 1
11月11日 10 8 3 1
11月12日 6 11
11月13日 9 3
11月14日 8 6 1 1
11月15日 13 1 4 5 1
11月16日 18 2 6
11月17日 9 1 3 2









11月27日 3 1 1
11月28日 1
11月29日 3 1
11月30日 3 2 1











図 13 『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、1 面 
 
 
図 14 『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、1 面 
 

















11 月 10 日の即位礼に合わせて掲載された写真では、「紫宸殿内部 西南隅ヨリ見タル」（図
17）「高御座 正面 其二」（図 18）「大嘗宮車寄 第一神門ヨリ見タル全景」（図 19）「春
興殿 全景」（図 20）の 4 点が 2 紙に共通して掲載されている。大阪毎日の紙面では即位
礼前日の 9 日発行の夕刊（10 日付、図 21・22）、即位礼当日 10 日の朝刊（図 22）、東京







図 16 「紫宸殿内部 西南隅ヨリ見タル全景」、「写真帖 第二巻」 
 
 
図 17 「同〔高御座〕 其五」、「写真帖 第二巻」 
 
 





図 19 「同〔大嘗宮車寄〕 第一神門ヨリ見タル全景」、「写真帖」第二巻 
 
 
図 20 「高御座 十一月九日御大礼使謹写団拝写」、 




図 21 「紫宸殿上高御座を拝す 十一月九日御大礼謹写団拝写」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、2 面 
 
 
図 22 「春興殿（上図）と大嘗宮（下図） 十一月九日御大礼謹写団拝社」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、3 面 
 
 
図 23 「賢所を奉安せる春興殿（大礼謹写団拝写）」、 




図 24 「昨日即位式執行の紫宸殿内部（大礼謹写団拝写）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日付朝刊、3 面 
 
 
図 25 「天皇陛下参御の高御座（大礼謹写団拝写）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日付朝刊、4 面 
 
 
図 26 「十四日大嘗祭を行はせるヽ大嘗宮」、 




















図 28 「京都行幸鹵簿（五日東京における最終練習） 東京停車場の装飾」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 6 日付夕刊（5 日発行）、2 面 
 
 
図 29 「鹵簿堺町御門御出門（大饗当日午前謹写）」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 17 日付夕刊（16 日付）、2 面 
 
 
図 30 「聖上京都駅に向はせらる（十九日朝）」、 




図 31 「還幸の盛儀 国儀式鹵簿と賢所御羽車【東本願寺前に於て本社写真班拝写】」、
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 28 日付夕刊（27 日発行）、2 面 
 
 
図 32 「百官の京都御所参入（十日午前七時丗分本社写真部撮影）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 12 日付朝刊、2 面 
 
 
図 33 「大饗行幸鹵簿（京都二条離宮）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 18 日付朝刊、3 面 
 








その他政治家等では、大阪毎日で 10 日付朝刊の大隈重信首相（図 39）、あるいは 9 日付
朝刊「京都府庁内の内閣初閣議」95、11 日付朝刊「大礼参列の御夫婦揃ひ」（図 40）等が、






図 34 「（上）久邇宮妃両殿下王子王女各殿下時代行列御覧」、 





図 35 「東宮京都御着（駅前奉祝門下御通過）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、4 面 
 
 
図 36 「京都御所宜秋門（八日即位式予習を終り御退出の各宮殿下）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、4 面 
 
 
図 37 「山田御先着の久邇斎主宮殿下（十八日午後三時）」、 





図 38 「久邇齋主宮殿下」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 23 日付朝刊、5 面 
 
 





図 40 「大礼参列の御夫婦揃ひ」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 11 日朝刊、7 面 
 
 
図 41 「即位式参列の前 （上）大隈首相夫妻 （下）右より伊国大使夫妻 露国大使岡
陸相夫妻」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 12 日付朝刊、3 面 
 
 大礼に関係した市街地の様子などの写真は、大礼行事の開始前から断続的に掲載されて












図 42 「大礼写真画報 （右）四条通の装飾 （中）電車交叉点電柱の装飾 （下）二条
離宮前巡査の検閲」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 5 日付朝刊、7 面 
 
 
図 43 「京都商業会館楼上より見たる御通路の装飾」、 















 即位礼に関連しては、8 日付の大阪毎日に「即位礼当日紫宸殿の御儀 五姓田芳柳謹写」
（図 47）が掲載され、同じく 9 日付に「即位礼当日紫宸殿御儀（右近の橘） 菊池契月謹































図 45 「（中）鹵簿御出発・宮城前馬場先門先奉祝門」、 





図 46 「本日御発輦 鹵簿行進図」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 6 日付朝刊、３面 
 
 
図 47 「即位礼当日紫宸殿の御儀 五姓田芳柳謹写」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 8 日付夕刊、1 面 
 
 
図 48 「即位礼当日紫宸殿御儀（右近の橘） 菊池契月謹写」、 




図 49 『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、8・15 面 
 
 
図 50 「天皇陛下賢所御拝」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日朝刊、2 面 
 
 


























表 2 『大阪毎日新聞』1915 年 11 月における写真記事 
 
⼤阪毎⽇ ⽇付 朝・⼣ ⾴ タイトル 撮影者・『写真帖』収録 クレジット
1 1915年11⽉5⽇ ⼣刊 2 御即位式を挙げさせたまふ紫宸殿 不明。但し東朝11⽉10⽇朝刊にも掲載 なし
2 1915年11⽉7⽇ ⼣刊 2 鳳輦の過ぎらせ給ふ処 （上）東京の奉祝⾨ 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
3 1915年11⽉7⽇ ⼣刊 2 鳳輦の過ぎらせ給ふ処 （下）御着前の名古屋奉迎⾨ 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
4 1915年11⽉10⽇ ⼣刊 1 ⾼御座 ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼使謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-169） 御⼤礼使謹写団拝写
5 1915年11⽉10⽇ 朝刊 2 御帳台 ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-180） 御⼤礼謹写団拝写
6 1915年11⽉10⽇ 朝刊 2 紫宸殿上⾼御座を拝す ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-162） 御⼤礼謹写団拝写
7 1915年11⽉10⽇ 朝刊 3 春興殿（上図） ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-281） 御⼤礼謹写団拝写
8 1915年11⽉10⽇ 朝刊 3 ⼤嘗宮（下図） ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-231） 御⼤礼謹写団拝写
9 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 1 御即位画報 ⽉華⾨より⽇華⾨を拝す 御⼤礼使謹写団拝写『写真帖』2巻（R43-218） 御⼤礼使謹写団拝写
10 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 2 御即位画報 紫宸殿庭上⻄側鉦⿎列 御⼤礼使謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-204） 御⼤礼使謹写団拝写
11 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 3 第⼀、第⼆朝集所（⼗⽇午前六時写） 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
12 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 4 紫宸殿前庭 『写真帖』2巻（R43-191もしくは192） 御⼤礼使謹写団拝写
13 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 4 承明⾨より正⾯紫宸殿を拝す 『写真帖』2巻（R43-213） 御⼤礼使謹写団拝写
14 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 4 承明⾨より斜に紫宸殿を拝す 写真帖収録なし。ただし『写真帖』2巻（R43-21 御⼤礼使謹写団拝写
15 1915年11⽉12⽇ 朝刊 1 ⼤嘗宮主基殿 ⼤礼使謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-241） ⼤礼使謹写団拝写
16 1915年11⽉12⽇ ⼣刊 1 ⼤嘗宮悠紀殿 ⼤礼使謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-240） ⼤礼使謹写団拝写
17 1915年11⽉15⽇ ⼣刊 1 舞楽場 ⼤饗宴当⽇五節会の舞を催さるゝ処 御⼤礼謹写団『写真帖』2巻（R43-267） 御⼤礼謹写団写
18 1915年11⽉15⽇ ⼣刊 3 廻⽴殿 ⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-246） ⼤礼謹写団拝写
19 1915年11⽉15⽇ ⼣刊 7 ⼤嘗祭御当⽇ ⼗四⽇仙洞御所へ渡御（⼤宮御所御⾨より御毎⽇・⽇⽇撮影か なし
20 1915年11⽉15⽇ 朝刊 2 今夜⼤嘗祭の⾏はるゝ仙洞御所の御⽞関 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
21 1915年11⽉16⽇ ⼣刊 1 ⼤饗前⽇の⼆条離宮 ⼩学児童の拝観 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
22 1915年11⽉16⽇ ⼣刊 2 ⼤嘗祭翌暁の⼤宮御所 陸軍儀仗兵の退出 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
23 1915年11⽉17⽇ 朝刊 2 ⿄簿堺町御⾨御出⾨ （⼤饗当⽇午前謹写） 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
24 1915年11⽉17⽇ 朝刊 3 盛装せる舞姫 『写真帖』2巻（R43-269） なし
25 1915年11⽉18⽇ ⼣刊 1 ⼤饗宴場の内部（⽟座付近） 『写真帖』2巻（R43-256） なし
26 1915年11⽉19⽇ 朝刊 1 ⼤饗夜宴の⽟座 御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-257） なし
27 1915年11⽉19⽇ ⼣刊 1 宇治⼭⽥⾏在所（神宮司庁） 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
28 1915年11⽉20⽇ ⼣刊 2 聖上京都駅に向はせらる（⼗九⽇朝） 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
29 1915年11⽉21⽇ 朝刊 7 外宮還幸の⿄簿（廿⽇午前⼗⼀時四⼗分拝写） 『写真帖』1巻（R43-104） 拝写
30 1915年11⽉24⽇ 朝刊 7 ⼆⼗四⽇⾏幸あるべき神武天皇陵と畝傍の奉祝⾨〔1〕 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
31 1915年11⽉24⽇ 朝刊 7 ⼆⼗四⽇⾏幸あるべき神武天皇陵と畝傍の奉祝⾨〔2〕 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
32 1915年11⽉25⽇ 朝刊 7 秋晴れの桃⼭陵 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
33 1915年11⽉26⽇ 朝刊 7 桃⼭御陵親謁⿄簿（⼆⼗五⽇謹写団謹写） 『写真帖』1巻（R43-125） 謹写団謹写
34 1915年11⽉28⽇ ⼣刊 2 還幸の盛儀 国儀式⿄簿と賢所御⽻⾞ 【東本願寺前に於て毎⽇・⽇⽇撮影 本社写真班拝写
35 1915年11⽉28⽇ ⼣刊 2 還幸の盛儀 国儀式⿄簿と賢所御⽻⾞ 【東本願寺前に於て毎⽇・⽇⽇撮影 本社写真班拝写
36 1915年11⽉30⽇ ⼣刊 2 御着輦前の東京駅  毎⽇・⽇⽇撮影か なし
37 1915年11⽉30⽇ ⼣刊 2 左 東京駅の貴賓御出⼊⼝ 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
38 1915年11⽉30⽇ ⼣刊 2 右 奉祝⾨の堵列兵 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
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東京朝⽇ ⽇付 朝・⼣ ⾴ タイトル 撮影者・『写真帖』収録 クレジット
1 1915年11⽉7⽇ 朝刊 3 ⿄簿⾺場先⾨御通過 『写真帖』1巻（R43-12） なし
2 1915年11⽉7⽇ 朝刊 3 （上図）御⽻⾞ 不明 なし
3 1915年11⽉9⽇ 朝刊 2 鳳輦京都御苑内に⼊る 『写真帖』1巻（R43-70）と酷似。新聞社の撮影なし
4 1915年11⽉9⽇ 朝刊 5 御着輦前の京都皇宮建礼⾨ 不明。朝⽇撮影か なし
5 1915年11⽉9⽇ 朝刊 5 京都御苑内の愛国婦⼈会員 不明。朝⽇撮影か なし
6 1915年11⽉10⽇ 朝刊 2 本⽇即位礼御挙⾏の紫宸殿 不明。ただし⼤毎11⽉5⽇にも掲載 なし
7 1915年11⽉10⽇ 朝刊 2 ⼤嘗祭を執り⾏はせらるゝ仙洞御所 不明 なし
8 1915年11⽉10⽇ 朝刊 3 京都皇宮 不明 なし
9 1915年11⽉10⽇ 朝刊 4 京都御所宜秋⾨（⼋⽇即位式予習を終り御退出の各宮殿下）朝⽇撮影か なし
10 1915年11⽉11⽇ 朝刊 2 賢所を奉安せる春興殿（⼤礼謹写団拝写） 『写真帖』2巻（R43-281） ⼤礼謹写団拝写
11 1915年11⽉11⽇ 朝刊 3 昨⽇即位式執⾏の紫宸殿内部（⼤礼謹写団拝写） 『写真帖』2巻（R43-162） ⼤礼謹写団拝写
12 1915年11⽉11⽇ 朝刊 4 天皇陛下参御の⾼御座 『写真帖』2巻（R43-169） ⼤礼謹写団拝写
13 1915年11⽉11⽇ 朝刊 6 ⼗四⽇⼤嘗祭を⾏はせらるゝ⼤嘗宮 『写真帖』2巻（R43-231） なし
14 1915年11⽉12⽇ 朝刊 2 紫宸殿前庭 『写真帖』2巻（R43-191もしくは192） ⼗⽇午前七時⼤礼謹写団拝写
15 1915年11⽉12⽇ 朝刊 2 承明⾨より斜に紫宸殿を望む 写真帖掲載なし。ただし『写真帖』2巻（R43-21 ⼗⽇午前七時⼤礼謹写団拝写
16 1915年11⽉12⽇ 朝刊 2 ⽉華⾨より⽇華⾨を⾒る 『写真帖』2巻（R43-218） ⼗⽇午前七時⼤礼謹写団拝写
17 1915年11⽉12⽇ 朝刊 2 百官の京都御所参⼊（⼗⽇午前七時丗分本社写真部撮影） 朝⽇撮影 本社写真部
18 1915年11⽉12⽇ 朝刊 4 即位当⽇万歳時の京都御苑内 朝⽇撮影か なし
19 1915年11⽉12⽇ 朝刊 4 ⼗⽇午後の京都堺町御⾨前 朝⽇撮影か なし
20 1915年11⽉16⽇ 朝刊 4 ⼤嘗祭当⽇の仙洞御所前（午後四時半） 朝⽇撮影か なし
21 1915年11⽉16⽇ 朝刊 4 ⼆条離宮内舞楽場 『写真帖』2巻（R43-267） なし
22 1915年11⽉18⽇ 朝刊 3 ⼤饗⾏幸⿄簿（京都⼆条離宮） 朝⽇撮影か なし
23 1915年11⽉18⽇ 朝刊 5 ⼤饗第⼀⽇百官南⼤⼿⾨より退出（御馳⾛を提げ挿華を持ち朝⽇撮影か なし
24 1915年11⽉19⽇ 朝刊 4 本夜の⾏在所（伊勢神宮司庁） 朝⽇撮影か なし
25 1915年11⽉19⽇ 朝刊 4 内宮御⼿洗場横⼿ 朝⽇撮影か なし
26 1915年11⽉19⽇ 朝刊 5 ⼤饗宴場内部（中央⽟座） 『写真帖』2巻（R43-256） なし
27 1915年11⽉19⽇ 朝刊 5 皇后陛下御使原主事（京都ホテルに智利公使弔問） 朝⽇撮影か なし
28 1915年11⽉20⽇ 朝刊 6 ⼤饗第⼆⽇夜宴会場内部 『写真帖』2巻（R43-257） なし
29 1915年11⽉21⽇ 朝刊 4 伊勢御着輦前 朝⽇撮影か なし
30 1915年11⽉23⽇ 朝刊 4 内宮御親閲還御の⿄簿（宇治橋付近） 『写真帖』1巻（R43-92） なし
31 1915年11⽉28⽇ 朝刊 5 第観兵式の準備演習 不明 なし
32 1915年11⽉30⽇ 朝刊 4 還幸の⿄簿（東京駅付近御通過） 朝⽇撮影か なし
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これに対する形で、10 月 11 日には大礼使から改めて官報に広告を出し、団体を組織す



































『大正天皇実録』53 巻、25～28 頁。 
2 原武史『大正天皇』（朝日新聞社、2000 年）及び『京都府警察史』第二巻（京都府警察
本部、1975 年）、695～697 頁。 
3 原前掲書、195～197 頁。 
4 『京都府警察史』第二巻、697 頁。 
5「行幸啓記事」、「行幸啓一件」（京都府立総合資料館、大 2-15）。 
6 「日誌 知事官房内記係」（京都府立総合資料館、大 2-12）10 月 20 日条。 
7「伏見桃山陵参拝順序」、「行幸啓一件」（京都府立総合資料館、大 2-15）。 
8 「警衛従事者調」、「行幸啓一件」（京都府立総合資料館、大 2-15）。 
9 「秋風の翻へる天皇旗 両陛下桃山御参陵」、『大阪新報』1913 年 10 月 21 日付朝刊 7
面。 
10 「車駕桃山陵に着御」、『大阪日日新聞』1913 年 10 月 21 日付夕刊 2 面及び「桃山陵御
参拝の天皇皇后両陛下」、同 10 月 22 日付朝刊 3 面。 
11 「両陛下の桃山御参陵」、『神戸又新日報』1913 年 10 月 21 日付朝刊 5 面。 
12 「善行・賞罰 官職部」（京都府立総合資料館、大 2-10）。 
13 なお、『大阪毎日新聞』が掲載したのが皇后が参拝を終えて便殿に入る際の写真であっ
たのは、天皇が便殿に戻る際の撮影に失敗したためではないかと推察される。 
14 「御発着割」、「行幸啓一件」（京都府立総合資料館、大 2-15）。 
15 「日誌 知事官房内記係」（京都府立総合資料館、大 2-12）10 月 21 日条。 
16 『原敬日記』第３巻（1971 年、福村出版）、350 頁。 
17 同前、350～351 頁。 





23 「進退伺」〔1913 年 10 月 22 日〕、「善行・賞罰 官職部」（京都府立総合資料館、大 2-
10）。 
24 『原敬日記』第三巻、352 頁。 
25 「日誌 知事官房内記係」（京都府立総合資料館、大 2-12）10 月 27 日条。 
26 『原敬日記』第三巻、354 頁。 
27同前、355 頁。 
28 「善行・賞罰 官職部」（京都府立総合資料館、大 2-10）。 






32 「日誌 知事官房内記係」（京都府立総合資料館、大 2-12）11 月 6 日条。 
33 同前、11 月 10 日条。 
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34 同前、11 月 20 日条。 
35 藤崎虎二「感想の一二」、大森男爵事歴編纂会編『大森鐘一』（大森男爵事歴編纂会、
1930 年）、117～118 頁。 
36 藤崎虎二「警察界四十余年の今昔」、『警察協会雑誌』270 号（1922 年 12 月）、55 頁。 
37 同前、51 頁。 
38 『原敬日記』第３巻、352 頁。 
39 「供奉宮内職員心得」、「行幸啓一件」（京都府立総合資料館、大 2-15）。 
40 「関係地方官心得」、同前。 
41 「供奉宮内職員心得」、「行幸啓一件」（京都府立総合資料館、大 2-15） 







46 『原敬日記』第３巻、354 頁。 
47 『原敬日記』第３巻、350 頁。 
48 京都府警察部『大正大礼京都府記事 警備之部』（京都府警察部、1916 年）、242 頁。 
49 同前。 
50 『大正大礼記録』R５、「第五編 大礼使ノ庶務 第七節 新聞通信及写真撮影」。 
51 『官報』1915 年 10 月 11 日付、236 頁。 
52 同前。 







58 『大正大礼記録』R5、「第五編 大礼使ノ庶務 第七節 新聞通信及写真撮影」。 











65 「御警衛の予行演習＝昨日京都にて＝」、『東京朝日新聞』11 月 4 日付朝刊、5 面。 
66 「大礼謹写団ニ心得方通知書」、「大礼書類十八ノ四・原議綴込四・自大正四年十一月至
大正四年十二」。 
67 『大正大礼記録』R5、「第五編 大礼使ノ庶務 第七節 新聞通信及写真撮影」。 
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78 『大正大礼京都府記事 警備之部』、244～245 頁。 
79 『大正大礼記録』R９、34 巻第 8 編「大礼ニ伴フ要務」第 11 章「警衛及警戒」第 2 節
「警視庁（東京府）」。 
80 同前。 
81 『大正天皇実録』61 巻、3 頁。 
82 『大正大礼記録』R９、34 巻第 8 編「大礼ニ伴フ要務」第 11 章「警衛及警戒」第 2 節
「警視庁（東京府）」。 
83 同前。 
84 『大正天皇実録』61 巻、78 頁。 
85 『大正大礼記録』R９、35 巻第 8 編「大礼ニ伴フ要務」第 11 章「警衛及警戒」第３節
「京都府」。 
86 『大正大礼京都府記事 警備之部』。 
87 「活動写真班ノ謹写願並乱写盗写ノ取締願御大礼謹写団ヨリ提出並右ニ対シ内務次官ニ
照会ノ件」、大礼書類十八ノ四・原議綴込四・自大正四年十一月至大正四年十二」。 
88 『大正大礼京都府記事 警備之部』。 
89 「写真種板ヲ謹写団ヘ貸与方法並活動写真監督方法決議書」、「大礼書類十八ノ四・原議
綴込四・自大正四年十一月至大正四年十二」。 




92 『大正大礼京都府記事 警備之部』。 
93 『大阪朝日新聞』1915 年 11 月 1 日付朝刊、１面。 
94 「写真種板ヲ謹写団ヘ貸与方法並活動写真監督方法決議書」、「大礼書類十八ノ四・原議
綴込四・自大正四年十一月至大正四年十二」。 
95 『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 9 日付朝刊、7 面。 
96 「紫宸殿上高御座（拝観の際謹写）」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付、朝刊 6
面。 
97 「大嘗祭 小村大雲」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 15 日付朝刊、1 面。 
98 「陛下大嘗宮渡御の図」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 14 日朝刊、3 面。 
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99 「聖上陛下親供（大嘗宮の儀悠紀主基両殿に於て陛下親しく天祖に神饌を供へたま
ふ）」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 15 日付朝刊、2 面。 
100 「神饌行立 大嘗宮膳屋より神饌を捧げて本殿廻廊を進む」、『東京朝日新聞』1915 年
11 月 15 日付朝刊、3 面。 
101 「万歳楽（大饗夜宴の舞楽）」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 18 日付朝刊、4 面。 
102 「大饗第一日 御饗宴場二条離宮 小村大雲」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 16 日付
朝刊、1 面。 
103 「大饗第一日 御饗宴中に奏せらるゝ久米舞 猪飼嘯谷」、『大阪毎日新聞』1915 年
11 月 16 日付朝刊、2 面。 
104 「大饗第一日二条離宮の御饗宴場に於て奏したる 久米舞 五姓田芳柳写」、『大阪毎日
新聞』1915 年 11 月 17 日付朝刊、1 面。 
105 「十七日大饗の万歳楽」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 18 日付朝刊、7 面。 
106 『東京朝日新聞』1915 年 11 月 17 日付朝刊、5 面。 
107 「大嘗宮神門前庭燦」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 15 日付朝刊、6 面。 
108 「太平楽（大饗夜宴の舞楽）」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 18 日付朝刊、4 面。 
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 3 月 3 日 横浜出港 ～ 3 月 6 日 沖縄着（同夜帰艦） ～ 3 月 10 日 香港着（13 日発）
～ 3 月 10 日 シンガポール着（22 日発） ～ 3 月 28 日 コロンボ〔スリランカ〕着
（4 月 1 日発）～ 4 月 15 日 スエズ着 ～ 4 月 17 日 ポートサイド着（18 日カイロ
訪問、21 日発） ～ 4 月 24 日 マルタ着（26 日） ～ 4 月 30 日 ジブラルタル着（5
月 3 日発）  
〈イギリス〉 
5 月 9 日～30 日  9 日 公式晩餐会（バッキンガム宮殿） 10 日 ウィンザー城 
11 日 ロンドン市歓迎会、英国皇太子晩餐会 13 日 皇太子主催晩餐会（日本大使
館） 14 日 オックスフォード大学 15 日 英首相主催午餐会 16 日 海軍大学校 
17 日 陸軍大学校、林大使主催晩餐会 18 日 ケンブリッジ大学 19 日 エジンバ
ラ市長主催晩餐会 21 日 アソール公邸ブレア城滞在 23 日 アソール公主催晩餐
会 24 日 マンチェスター市長主催晩餐会 26 日 ロンドン、日本協会歓迎晩餐会 
27 日 イートン・カレッジ、日本人会園遊会 29 日 ゴルフ観戦（アディントン）  
〈フランス〉 
5 月 30 日～6 月 10 日  1 日 大統領主催午餐会（エリゼ宮）、答礼晩餐会（日本大
使館） 2 日 無名兵士の墓、エッフェル塔、石井大使主催晩餐会 3 日 ルーブル博
物館、砲兵学校 4 日 ナポレオン百年祭 6 日 日仏協会午餐会、大使主催晩餐会、
オデオン座観劇 7 日 東久邇宮主催午餐会、大使主催晩餐会 8 日 ヴェルサイユ宮
殿、オペラ観劇 
〈ベルギー〉 
6 月 10 日～15 日  10 日 公式晩餐会（王宮） 11 日 戦跡視察、ブリュッセル市
長主催歓迎夜会 12 日 ワーテルロー古戦場視察、皇太子主催晩餐会、ホテル泊 13
日 西部戦線跡視察 14 日 安達大使主催晩餐会（アントワープ） 
〈オランダ〉 
6 月 15 日～20 日  15 日 公式晩餐会（王宮） 16 日 王室と会食、外相歓迎夜会
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（ハーグ） 17 日 女王主催送別会 18 日 動物園、田村公使主催晩餐会（スヘフェニ
ンゲン） 19 日 皇太子晩餐会 
〈フランス〉 
6 月 20 日～7 月 9 日  21 日 地下鉄乗車 23 日 ストラスブール大学、ライン下
り 24 日 戦跡視察 25 日 戦跡（ヴェルダン）視察 26 日 競馬場 27 日 スペ
イン国王謁見 28 日 スペイン大使館午餐会 29 日 戦跡（ソンム）視察 30 日 陸
相官邸で午餐会 7 月 1 日 陸軍士官学校・飛行場視察 2 日 ゴルフ、観劇等 3 日 
戦跡（ポンペル）視察 4 日 騎兵学校 5 日 ゴルフ、水道工事視察、陸相を招待し
て晩餐会 6 日 大統領会見、皇太子主催慰労会 7 日 トゥーロン着 8 日 晩餐会 
〈イタリア〉 
7 月 11 日～7 月 9 日  11 日 ナポリ着 12 日 ローマ着、公式晩餐会（王宮） 13
日 晩餐会（日本大使館） 14 日 古代遺跡見学、晩餐会 15 日 バチカン訪問 16
日 チェコスロバキア大統領と会見、晩餐会（クイリナーレ宮殿） 17 日 ナポリ着、
鎮守府司令長官主催午餐会、留別晩餐会 
〈復路〉 
7 月 18 日 ナポリ発 ～ 7 月 22 日 ポートサイド発（23 日発） ～ 7 月 24 日 スエズ
着（26 日発） ～ 7 月 30 日 アデン〔現イエメン〕着（8 月 1 日発） ～ 8 月 9 日 コ
ロンボ着（11 日発）～ 8 月 9 日 コロンボ着（同日発） ～ 8 月 21 日 カムラン湾〔ヴ
ェトナム〕着（25 日発） ～ 9 月 2 日 千葉県館山着 ～ 9 月 3 日 横浜着 
〈帰国後の主な日程〉 
9 月４～７日 日光田母沢御用邸 9 月 8 日 新聞代表者 16 名賜謁・明治神宮行啓・
東京市奉祝会（日比谷公園）・東京市連合青年団奉祝会（同） 9 月 9 日 伊勢神宮へ
向け出発、静岡御用邸泊・提灯行列観覧 9 月 11 日 伊勢神宮 9 月 12 日 神武天












従、病のため 7 月 9 日まで）／高田寿（侍医、病のため 4 月 17 日まで、帰国中死去）／沢田
節蔵○講○記 〔回顧録〕（外務書記官）／及川古志郎（東宮武官）／浜田豊城（東宮武官）／二
荒芳徳○講○誌○記 （宮内書記官）／竹下勇（海軍中将、4 月 25 日から）／八田善之進（侍医、






























































































































   皇太子殿下御外遊中の御模様御撮影の活動写真映画複写方御願 










































































































































































































図 1 「東宮御出発画報 本社写真班謹写」、 





図 2 「東宮琉球御上陸画報」、『大阪毎日新聞』1921 年 3 月 12 日付朝刊、10～11 面。 
 
 
















図 4 「香取艦上の閑院宮 （右より二人目） 香港にて御撮影」、 
『東京朝日新聞』1921 年 3 月 25 日付夕刊、2 面 
 
続く寄港地のシンガポール（３月 18 日着、22 日発）では、より積極的に寄港中の艦上で
の取材が展開された。御召艦上での取材を大阪毎日（18 日・20 日）と時事（21 日）が行
っており、この時には両社ともに皇太子の写真を撮影し、後に紙面に掲載されている。大阪
毎日は、ヨーロッパでの取材経験があり珍田捨巳供奉長と面識のある加藤直士特派員が、到



















図 5 「本社に賜はりたる空前の光栄 香取艦上の東宮殿下、閑院宮殿下 御同写を忝うせ

















































 イギリス（５月９～30 日）を皮切りとして、皇太子一行はフランス（５月 30 日～６月

































図 9 「朝日グラヒツク」『大阪朝日新聞』1921 年 7 月 3 日付、別刷 
 
 
図 10 「英国皇太子殿下―我東宮殿下と御同乗」、『時事新報』1921 年 9 月 8 日付 
 
 ④復路―帰国時―帰国後 













































































て３回にわたり巡回、約６ヶ月にわたり合計 919 回の上映を行い、のべ 487 万 6750 人が























阪毎日新聞」（３月 30 日～６月 17 日、92）、三「大阪毎日新聞」（３月 30 日～９月 29 日、
85）、四「大正日日新聞」（３月 30 日～６月３日、30）、五「大正日日新聞」（４月２日～７
月４日、38）、六「東京朝日新聞」（３月 29 日～９月 24 日、94）、七「東京朝日新聞」（３







































新聞記事・活動写真において大々的に外遊報道を展開した大阪毎日は、1921 年の 68 万
6000 部から 1922 年には 82 万 4000 部へと、13 万 8000 部の部数を拡大している。これ
は、それ以前までで最大の伸び幅である98。また、外遊中から刊行した写真集『東宮御渡欧
写真帖』（全 10 巻）の部数は 20 万を超えた99。 
 
表 1 外遊前後の大阪毎日・東京日日、大阪朝日・東京朝日各紙の部数 
 















大阪毎日 451,000 491,000 541,000 513,000 602,000 686,000 824,000 920,000
東京日日 276,000 313,000 360,000 355,000 368,000 376,000 348,000 373,000
大阪朝日 259,900 315,600 342,400 341,300 376,000 444,600 562,700 585,300
東京朝日 169,719 190,172 221,434 223,354 250,088 291,957 274,900 289,464























































年、草思社［文庫版 2012 年］）、飯森明子・波多野勝「大正 10 年皇太子裕仁 幻の訪米」
（1995 年、『人間科学論究』〔常磐大学大学院人間科学研究科〕）、坂本一登「新しい皇室像を










3 鈴木正幸『近代天皇制の支配秩序』、191・195 頁。 
4 横山孝博「皇太子裕仁の訪欧と大正デモクラシー期の天皇・皇室像」、48 頁。 
5 波多野勝『裕仁皇太子ヨーロッパ外遊記』、56 頁。 
6 坂本一登「新しい皇室像を求めて」、15 頁。 
7 梶田明宏「「昭和天皇像」の形成―大正十年皇太子洋行と出版物」、266～267 頁。 






11 奈良武次『侍従武官奈良武次日記・回顧録』４巻、115 頁。 
12 外遊の決定に至る過程は、波多野勝「大正一〇年皇太子訪欧―その決定へのプロセスと成
果」、同『裕仁皇太子ヨーロッパ外遊』第一章「「箱入り教育」から表舞台へ」、伊藤学「大正一
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15「行幸啓ニ関スル件依命通牒」（1913 年 11 月２日）、「鹵簿撮影の件依命通牒（庁府県）」
（JACAR(Ref.A05032480100、内務大臣決裁書類・大正五年)。 
(国立公文書館)）に参照として添付。 
16 「鹵簿撮影に関する件照会」（1916 年９月 14 日）、同前資料に参照として添付。 







21 内務省警保局編『行政警察例規集』（1936 年、財団法人警察協会）、402 頁。 
22 なお、このような天皇・皇族らの写真の販売や取扱いに関する規定は 1892 年（内務省訓
令）、1898 年（内務大臣諭告）、1914 年（地方長官会議指示事項）のものが確認できる。 
23 例えば「大正十年東宮御渡欧ニ関スル文書写」（国立国会図書館憲政資料室蔵、憲政資料室
収集文書 1324）など。 
24 御手洗辰雄『欧州に於ける東宮』（1922 年、報知新聞出版部）、204 頁。 
25 加藤直士「東宮殿下の御外遊に陪従して（十）」、『大阪毎日新聞』1921 年６月 15 日付朝
刊。 















願」（1921 年２月 15 日）、「御召艦、奉伺すへき新聞記者並活動写真撮影者の件（３）」。 
29 「東宮殿下御渡英の御模様を活動写真映画に謹写方並に御外遊中の同映画の複写方に付御
願」（1921 年２月 15 日）、「御召艦、奉伺すへき新聞記者並活動写真撮影者の件（３）」。 
30 「奉送艦便乗ノ件」（1921 年２月 28 日）、同前。 
31 関豊作『新聞王本山彦一伝』（新聞解放社、1927 年）、289 頁。 
32 『牧野伸顕日記』（中央公論社、1990 年）、1921 年８月 17 日条、26 頁。 
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35 「回答」（1921 年８月 15 日）、「鹵簿撮影其の他の件依命通牒（庁府県）」（JACAR 
Ref.A05032514400、内務大臣決裁書類・大正一〇年(国立公文書館)）に参照として添付。 













45 「東宮御出発画報」（『大阪毎日新聞』1921 年３月５日付朝刊、10～11 面）。 
46 「東宮琉球御上陸画報」（『大阪毎日新聞』1921 年３月 12 日付朝刊、10～11 面）。 
47 原武史『可視化された帝国』269 頁、波多野勝『裕仁皇太子ヨーロッパ外遊』、『漢那』 
48 「東宮二つの御感想」（『時事新報』1921 年３月 14 日付６面）。 
49 「香取艦上の閑院宮（右より二人目） 香港にて御撮影」（『東京朝日新聞』1921 年３月 25
日、夕刊２面）。 
50 「東宮殿下、御召艦上に於て本社特派員に謁を賜ふ『大阪毎日新聞社の努力は感銘の至であ





発】」（『大阪毎日新聞』1921 年３月 22 日付朝刊２面）。 
52 「本社に賜はりたる空前の光栄 香取艦上の東宮殿下、閑院宮殿下 御同写を忝うせる本社
特派員加藤直士氏【三月廿日新嘉坡に於て】（『大阪毎日新聞』1921 年４月５日付朝刊１面）。 
53 「前日の御写真に御満足 東宮、加藤特派員に陪食を賜ふ 本社献上のと同一の籐のステツ
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99 『大阪毎日新聞社史』（1925 年、大阪毎日新聞社）、109 頁。 













 1926（大正 16、昭和元）年、12 月 25 日、病床にあった大正天皇が死去すると、1921
年以来摂政を務めていた裕仁皇太子が即日践祚し、新たに天皇となった。翌 1927 年２月
７・８日には大正天皇の葬儀である「大喪」が東京の新宿御苑で行なわれ、昭和天皇の即位



























































1928 の大礼関係の諸行事は、１月 17 日「賢所ニ期日奉告ノ儀」、２月５日「斎田点定ノ
儀」といった準備段階にあたる儀式が行われた後、11 月６～７日「京都ニ行幸ノ儀」、10 日
「即位礼」、14～15 日「大嘗祭」、16～17 日「大饗」、19 日に伊勢神宮行幸、25 日に桃山
陵行幸、東京に戻っての 30 日「皇霊殿・神殿ニ親謁ノ儀」（多摩陵行幸）などが行われてい
る。11 月６～30 日の一連の儀式が「御大典」「大礼」と呼称された範囲である5。関連行事















































































認めたのは、活動写真 14 社 298 人、普通写真 39 社 163 人であった17。取材にあたっては、
大礼使発行の「大礼謹写団員之証」及び腕章を携帯するよう指定されている18。 









































 警備における人員は、京都府を例にとると、11 月 7 日の京都到着時では、大礼謹写団に
対しては各撮影地点につき警部補 1 人、巡査部長 3 人、巡査 2 人を基本として 3 班、雑観
































（「皇霊殿・神殿ニ親閲ノ儀」）で大礼の期間が終わる 30 日までを含む 1928 年 11 月を範
囲にとると、紙面に掲載された写真は大阪毎日で 347 点あり、うち天皇皇后の写真が 17 点
（鹵簿を撮影したものを含む）、儀式の様子などを描いた絵画が 18 点ある。同様に東京朝
日では 186 点、天皇・皇后が 36 点、絵画が９点存在している。 
表１は両紙の各日の写真・絵画の掲載数を示したものである。この期間を通しての掲載状
況を見ると、両紙ともに、東京から京都への鹵簿の移動（６～７日）、即位礼（10 日）、大
































6日 19 1 21 5 1
7日 22 2 13 1
8日 16 1 3 2
9日 13 1 5
10日 36 4 3 34 14 4
11日 25 1 3
12日 10 1 3
13日 8 8
14日 18 2 5 2
15日 32 12 1
16日 11 6 15 2
17日 18 1 1
18日 13 1 1
19日 6 1 3 1
20日 3 1 1 4 2
21日 5 1 3 1
22日 3 1 3 1
23日 3 1 2
24日 4 1 3 2
25日 7 5 3
26日 7 6 1
27日 6 9 1
28日 6 7 1
29日 4 2
30日 4 2 1



















図 1 「前夜から鹵簿を待ち奉る赤子」、『大阪毎日新聞』1928 年 11 月６日付朝刊、１面 
 
 
図 2 「鹵簿名古屋離宮に入らせらる＝本社特設伝送写真」、 









図 3 「紫宸殿の御儀習礼【八日御大礼謹写団謹写】（本社飛行便）」、 
『大阪毎日新聞』1928 年 11 月９日付朝刊、１面 
 
 
図 4 「鋪設成れる紫宸殿 本社特設電送写真（八日受信）」、 
















図 5 「御大礼奉祝記念号」、『大阪毎日新聞』11 月 10 日付朝刊、13 面 
 
 

























図 8 「外宮御親謁の天皇陛下―宮内省貸下げ―【本社特設電送写真昨夜受信】」、 
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られた通りに挙行された。関連する行事として、12 月２日に「大礼付属特別観兵式」、４日に
「大礼付属特別観艦式」が行われている。 
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ため」3のやむを得ない措置であった。そして、この後休刊から約２ヶ月半の同年 11 月 14
日に『アサヒグラフ』は週刊紙として再開された。こうして、『アサヒグラフ』は、2000（平



























 先述の通り『写真週報』は、1938（昭和 13）年の２月 16 日に創刊され、1945 年７月
11 日号の 374・375 号まで週刊で刊行された。合併号も含まれるため、刊行されたのは足
かけ８年間で 370 冊である。Ａ４サイズの 24 ページ構成が基本的なスタイルで、表紙を含
む各ページに１枚あるいは複数枚の写真が掲載されている。当初はすべてグラビア印刷で



























































いる「約二十万」という部数を単純に 10 倍してみると、おおよそ 200 万人が『写真週報』









ている。これによると、青少年が 65.6%、壮年が 30.3%、老年が 2.1%となっている。10 歳
未満の子どもの世代が自ら『写真週報』を購入して友人同士で読み回すということも少ない
だろうから、積極的に『写真週報』を読むことも少ないと考えると、全体の人口に占める割









年 昭和天皇 香淳皇后 明仁皇太子 秩父宮 秩父宮妃 高松宮 高松宮妃 三笠宮 三笠宮妃親王・内親王 他皇族 貞明皇后 大正天皇 宮城など 溥儀 英国王室 李王 英国以外 靖国 紀元2600 神社 詔書 合計
1938 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
1939 5 1 0 5 0 2 0 1 0 0 2 0 0 1 1 1 0 0 3 1 0 0 23
1940 14 4 6 2 1 4 0 1 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 2 32 3 0 75
1941 4 1 2 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 7 0 1 21
1942 7 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 12
1943 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0 11
1944 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
1945 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 5




を示すものである。昭和天皇の掲載回数を見ると、創刊の 1938 年は４回、翌 1939 年は５









































































図５ 『写真週報』1983 年５月 11 日号（第 13 号） 
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後休刊から約２ヶ月半の同年 11 月 14 日に『アサヒグラフ』は週刊紙として再開された12。 








































































年 昭和天皇 香淳皇后 明仁皇太子 秩父宮 秩父宮妃 高松宮 高松宮妃 三笠宮 三笠宮妃親王・内親王 他皇族 貞明皇后 大正天皇 宮城など 溥儀 英国王室 李王 英国以外 靖国 紀元2600 神社 詔書 合計
1923 4 2 0 0 0 0 0 2 0 2 1 0 1 0 10 0 0 0 0 0 1 0 23
1924 19 15 0 6 1 2 0 4 0 0 64 3 0 0 0 2 1 6 0 0 0 0 123
1925 27 4 0 21 0 6 0 8 0 0 97 3 1 0 0 8 1 0 0 0 0 0 176
1926 28 6 0 6 0 4 0 5 0 3 53 3 1 0 0 2 16 8 0 0 0 0 135
1927 23 4 0 50 0 9 0 8 0 5 98 8 6 2 0 3 11 0 0 0 0 0 227
1928 40 22 0 42 22 6 0 7 0 5 117 1 0 3 0 4 14 0 0 0 0 0 283
1929 21 1 0 16 10 11 5 5 0 3 41 0 0 2 0 17 0 0 1 0 0 0 133
1930 9 3 0 4 2 15 13 0 0 4 27 1 0 0 0 2 4 2 0 0 0 0 86
1931 4 2 0 0 0 1 0 0 0 5 6 1 0 0 0 2 2 8 0 0 0 0 31
1932 4 1 0 1 1 1 2 0 0 8 5 1 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 29
1933 5 0 1 3 3 1 2 0 0 4 9 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 30
1934 9 1 1 12 3 1 1 4 0 9 23 1 0 1 3 2 2 0 4 0 0 0 77
1935 6 0 1 5 1 1 1 1 0 0 2 6 0 1 11 4 3 0 2 0 0 0 45
1936 13 2 1 2 0 1 1 3 0 4 12 0 0 0 0 7 0 0 1 0 0 0 47
1937 4 2 1 8 7 3 2 0 0 5 6 2 0 1 0 6 0 0 2 0 0 0 49
1938 6 0 2 9 0 0 0 2 0 5 12 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 38
1939 3 1 1 0 0 1 0 0 0 1 2 0 0 2 0 1 0 0 2 0 0 0 14
1940 13 4 6 1 0 2 0 1 0 0 1 0 0 1 5 0 0 0 5 7 2 0 48
1941 4 1 4 1 0 0 0 3 4 5 1 0 0 1 0 0 1 1 3 0 0 1 30
1942 6 1 0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 5 0 0 1 21
1943 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 8
1944 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2





目したいのは、1930 年代中頃からのものである。1935 年 11 月 20 日号（第 25 巻 21 号、
通巻 628 号）には次の写真記事が掲載された（図 10）。 
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 この翌年の 1936 年は、10 月に北海道で行われた陸軍特別大演習に合わせて九ページに













 『写真週報』が創刊される 1938 年になると、『アサヒグラフ』の誌面にはさらなる変化
















点写真記事を紹介したい。以下は、1940（昭和 15）年６月 26 日号（第 34 巻５号、通巻
867 号）に掲載された「天皇陛下 関西の聖地御巡幸」と題された記事である（図 13）。 
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の権威を可視化する方法を確立させた。『アサヒグラフ』1935 年の 11 月 20 日号（第 25




























率は 35.6 パーセントである。 
3 朝日新聞百年史編修委員会編『朝日新聞社史』大正・昭和戦前編（朝日新聞社、1991 年）
199 頁。 
4 その後は 2001 年（平成 13）年５月から『月刊アサヒグラフ Person』と名前を変えて月刊
誌として刊行が再開されたが、2003 年（平成 15 年）４月号をもって廃刊となっている。 
5 『写真週報』1938 年２月 23 日号（第２号）、22 頁。 
6 「情報局ノ組織ト機能」、『情報局関係極秘資料 第八巻』（不二出版、2003 年）、62 頁。 







13 『アサヒグラフ』1923 年 11 月 14 日号（第１巻１号、通巻１号）、３頁。 
14 『朝日新聞社史』大正・昭和戦前編、613 頁。 
15 「週刊写真新聞 アサヒ・グラフ」チラシ、1939 年頃のもの。 
16 『アサヒグラフ』1923 年 11 月 14 日号（第１巻１号、通巻１号）、21 頁。 
17 『アサヒグラフ』1935 年 11 月 20 日号（第 25 巻 21 号、通巻 628 号）、3 頁。 
18 『アサヒグラフ』1936 年 10 月 14 日号（第 27 巻 16 号、通巻 675 号）、３頁。 
19 『アサヒグラフ』1938 年 11 月２日号（第 31 巻 18 号、通巻 782 号）、３頁。 
20 『アサヒグラフ』1940 年６月 26 日号（第 34 巻５号、通巻 867 号）、４～５頁。 































 確認できた請願は 30 件あり、はじめが 1915 年（大正４）5 月、最後が 1941（昭和 16）




通番 時期 提出先 請願件名 請願者 住所 職業 結果 
1 1915.5.31 衆議院 御真影 勅語ヲ新聞雑誌ニ掲載ノ件 （井口千代蔵）     政府参考 
2 1915.6.4 衆議院 御真影 勅語ヲ新聞雑誌ニ掲載ノ件 （井口千代蔵）       
3 1916.1.24 衆議院 新聞雑誌ニ 御真影奉掲ニ関スル件       政府参考 
4 1916.1.24 衆議院 御真影奉掲及拝戴ニ関スル件       政府参考 
5 1916.1.24 衆議院 御尊影ノ奉掲ニ関シ取締法制定ノ件       政府参考 
6 1921.3.10 貴族院 御肖像掲載ノ印刷物取締ニ関スル件 長田保吉 山梨県甲府市 鍼治業 政府宛意見 
7 1921.3.24 衆議院 新聞雑誌ニ 御肖像竝勅語奉掲ノ請願 井口千代蔵 鳥取県鳥取市 畳刺職 政府宛意見 
8 1922.2.6 衆議院 
天皇陛下ノ御肖像竝勅語ノ新聞及雑誌掲載方法及之カ奉拝方法ニ
関スル取締ノ件 
井口千代蔵 鳥取県鳥取市 畳刺職 政府宛意見 
9 1922.3.25 貴族院 御肖像掲載ノ印刷物取締ニ関スル件 長田保吉 山梨県甲府市 鍼治業 政府宛意見 
10 1922.3.25 貴族院 御肖像竝勅語掲載ノ印刷物取締ニ関スル件 井口千代蔵 鳥取県鳥取市 畳刺職 政府宛意見 
11 1923.2.19 衆議院 
天皇陛下ノ御肖像竝勅語ノ新聞及雑誌掲載方法及之カ奉方法ニ関
スル取締ノ件 
井口千代蔵 鳥取県鳥取市 畳刺職 政府宛意見 
12 1924.7.7 衆議院 
天皇陛下ノ御肖像竝 勅語ノ新聞雑誌掲載方及之カ奉拝方法ニ関
スル取締ノ件 
（井口千代蔵）     政府宛意見 
13 1924.7.7 衆議院 天皇陛下御肖像奉掲取締ノ件       政府宛意見 
14 1925.2.9 衆議院 天〔皇〕陛下御肖像奉掲取締ノ件       政府宛意見 
15 1926.2.8 衆議院 天皇陛下御肖像竝 勅語ノ奉掲取締ノ件 （井口千代蔵）     政府宛意見 
16 1926.2.8 衆議院 天皇陛下御肖像竝 勅語奉掲物取扱ニ関スル件       政府宛意見 
17 1927.3.14 衆議院 天皇陛下御肖像竝勅語奉掲物取扱ニ関スル件 （井口千代蔵）     政府宛意見 
18 1928.5.5 衆議院 御尊影及勅語取扱ニ関スル件 （井口千代蔵）     政府宛意見 
19 1929.2.4 衆議院 貴顕ノ御肖像ヲ掲載シタル新聞雑誌取扱方ニ関スル件       政府宛意見 
20 1930.5.12 衆議院 新聞雑誌ニ掲載シタル御尊影取締ニ関スル件       政府宛意見 
21 1930.2.2 衆議院 御尊影取扱取締法制定ニ関スル件 （佐藤甚助）     政府宛意見 
22 1930.2.16 衆議院 
新聞雑誌等ニ謹載セラルル御尊影取扱竝紀元年号西暦年号併用ニ
関スル件 
（嘉村和市）     政府宛意見 









24 1931.3.15 衆議院 御尊影取扱取締法制定ニ関スル請願 （佐藤甚助）     政府宛意見 
25 1932.6.10 衆議院 御尊影取扱取締法制定ニ関スル件 （佐藤甚助）     政府宛意見 




27 1934.2.5 衆議院 御尊影取扱取締法制定ノ件 佐藤甚助 香川県仲多度郡与北村 官吏 政府宛意見 
198 
 
28 1935.2.4 衆議院 御尊影取扱取締法制定ノ件 （佐藤甚助）     政府宛意見 
29 1936.5.25 衆議院 御尊影取扱取締法制定ノ請願 佐藤甚助 香川県仲多度郡与北村 官吏 政府宛意見 
30 1941.2.10 衆議院 御尊影新聞紙上奉載禁止ノ請願       政府宛意見 
 
1921～1936 年にかけては毎年提出されている。その後は 4 年余り間が空き、1941 年に１
件の請願が確認された。 
 これらの衆議院・貴族院の請願委員会の担当分科会において審議された結果、結果が確認








［1921 年 3 月 10 日付（通番 6）］ 
     意見書案 
   御肖像掲載ノ印刷物取締ニ関スル件 






［1922 年 2 月 6 日（通番 8）］ 
     意見書 








































































































































































1 原武史『可視化された帝国』（みすず書房、2001 年）、220～221 頁。 
2 「貴族院議事録速記録第十八号 大正十年三月十日 請願会議」、577 頁。 
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 第４章では、1928 年に行われた昭和大礼を対象として分析を行った。 
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